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研究成果の概要（和文）：　第一に、法学、心理学、社会学、精神医学など多様な学問領域の専門家による「治
療的司法」概念の検討が多角的に進められ、刑罰重視型より更生支援型刑事司法が再犯防止に有効という海外の
先行する知見が、我が国においても通用することが明らかした。　第二に、更生支援を具体的に進めるための支
援や治療を提供する社会的資源となる「プロバイダー」が各所に存在し活動を進めているが、治療的司法観を共
有することができることがわかった。　第三に、刑事被告人や被疑者に最も近接する立場にある弁護人が、相当
程度現行の刑事司法制度の中でも治療的司法に基づいた処分や処遇を進めることが可能であることが明らかにな
ってきた。

研究成果の概要（英文）：  At first, through our collaboration research from the different academic 
fields, we found that even in Japan the idea of the therapeutic jurisprudence could be worth and 
useful.
  Second, we found that in Japan there are so many sectors and professionals which provides support 
and therapy to the defendants for their rehabilitation. And we made it clear that those people will 
be able to share the therapeutic jurisprudence as a common understanding for administration of 
criminal justice system.
  Third, we conclude that the defense attorneys would be in the best position for giving required 
assistance and help to the defendants for promoting their rehabilitation and that they would be the 
best supporter for caring the defendants even in the current criminal justice system in Japan.

研究分野： 刑事訴訟法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 海外において刑罰中心の刑事司法を離れて
被疑者被告人の再犯防止を支援することを目
的に掲げる「治療的司法観 (therapeutic 
jurisprudence/justice)」に基づく刑事司法の
流れが加速しているところ、日本においてこ
うした観念の有用性、有効性を検証すると共
に、こうした新しい司法観に関心を持つ研究
者を探索するため、平成２３年度から３年間、
研究代表者が萌芽的研究として「脱当事者主
義モデルとしての治療的司法に関する比較法
的研究」を実施し、深堀調査を行なった。そ
うしたところ、多様なバックグランドを持っ
た研究者が明らかになったため、本研究プロ
ジェクトを立ち上げた。 
 
２．研究の目的 
 ⑴ 治療的司法観をめぐる考究と調査 
 研究分担者を、「被害と加害」、「手続と審判」、
「治療と福祉」、「理論と応用」の４チームに
分け、それぞれの学問分野の知見や研究動向
を踏まえて、治療的司法という考え方をどの
ように個々の学問分野から正当化し、理論的
に受容できるかを考究する。 
 ⑵ 国内治療プロバイダー調査と対話 
 年３回の治療的司法研究会に治療プロバイ
ダーを招待し、そのサービス（支援や治療等）
についてヒアリングし、治療的司法観につい
ての理解を得ていただく機会を設ける。 
 ⑶ 更生支援型刑事弁護実践例の調査 
 年３回の治療的司法研究会に全国各地で情
状弁護活動の中で社会の治療プロバイダーと
協力しながら被疑者被告人の更生を支援する
ような活動をして実績を重ねる弁護士からヒ
アリングを行う。 
 ⑷ 国際ネットワークの構築 
 ２年に一度開催されている国際的な治療的
司法に関する大規模な国際学会において分担
者でセッションを開いて意見交換の場を設け
たり、世界各地で開かれる治療的司法関連の
学会に参加したりして、世界の研究理論動向
を把握するよう務めると共に、日本の研究レ
ベルを発信する。 
 
３． 研究の方法 
⑴「被害と加害」チームの後藤は、海外にお
ける少年司法における治療的司法の実施状況
を確認と、日本の少年司法の変化について、
時代的な変化について検討をすることで、日
本の刑事司法の中にある治療的司法的要素が
どのように変化したかを確認し、それが起き
た理由について、文献や立法資料から確認を
試みた。同じく安田は、次の 3 つの観点、す
なわち、①時間経過でとらえるというものの
見方と手法を取り入れ、②被害とその防止を
切り口に、③支援者へのエンパワーを含め、
研究を推進した。 
⑵「手続と審判」チームの青木は、法律実務
（臨床分野）から刑事司法制度の研究に転じ
た経歴を活かし、個別の事件から制度的・理

論的問題点を抽出する帰納的な研究方法と、
理論的な観点から現実の事件を分析する演繹
的な研究手法を併用した。同じく廣井は、家
庭裁判所では家裁調査官が法的機能と臨床的
機能の両者を架橋し限りなく交差させること
によって浮かび上がる司法臨床的機能によっ
て、非行少年やその家族の問題を理解し適切
な解決に導いているため、そうした家裁調査
官へのインタビューやその実践例に基づく論
考や発表をもとに明らかにしようと試みた。 
⑶「治療と福祉」チームの丸山は、伝統的な
刑事司法手続きでは必ずしも救うことができ
なかったヴァルネラブル（社会的弱者）な存
在への治療的な介入を行うために「治療的司
法」の提唱が行われているところ、国内外で
取り組まれている治療的司法の実践とその理
論について実態を把握するとともに、より発
展的な提案ができるよう進めた。中村は、グ
ループワークでの虐待親たちの語りの内容を
考察し、それをケースワーカーと共有し、家
族臨床社会学のデータとして編成し、関係性
の変化を考察する事例として編み上げた。 
⑷ 「理論と応用」チームの佐藤は、伝統的
な当事者主義的司法と治療法学における司法
観における問題解決（Problem Solving）の
志向性の違いを理解し、また問題解決という
ことそれ自体の理論を理解することによって
情状心理鑑定の実践についての理論を構築す
るため、法心理学の歴史を検討し治療的司法
の実践における心理学の協同のあり方を検討
した。同じく、石塚は、犯罪社会学の基礎理
論的な見地から薬物依存症者の自助グループ
の活動を観察調査することを通して、薬物依
存からの離脱・回復の支援枠組みの研究を進
めた。 
⑸ 指宿は、研究活動を統括、助言すると共
に、年３回の「治療的司法研究会」をオーガ
ナイズし、各地の治療支援プロバイダーを招
聘して活動報告を求め、意見交換を進めたり、
情状弁護の場において被疑者被告人の問題解
決手法を具体的にどのように展開しているか
について弁護士から報告を求めて裁判所にお
ける治療的司法観の受容程度を測定し、更に
は、精神科医療機関や回復支援施設、東京地
方検察庁等のサイトビジットを通じて、治療
的司法観と通底する実務の動向とそこでの問
題点を吸い上げることができるよう観察調査
の機会を立案し運営した。 
 
４．研究成果 
⑴ 「加害と被害」チームの後藤は、文献や
立法資料から少年司法が治療的司法の理論的
実践の場所としての伝統を持っていることを
明らかにすることにより、治療的司法という
理論が日本にとって必ずしも新しい概念では
ないことが明らかにした。同じく安田は、他
職種の専門家とのネットワーク構築を進める
とともに、異職種間での専門性の違いよる視
点のずれや立場の違いへの気づきと理解をう
ながすことができた。 



⑵ 「手続と審判」チームの青木は、治療的
司法の手法が、量刑手続と親和性を有するこ
とは疑いないという観点から、訴訟法学的な
いし比較制度論的知見をもって、いわゆる手
続二分論に関する研究を進めることができた。
同じく廣井は、家庭裁判所と家裁調査官の機
能の低下が昨今著しい中、少年事件の刑事司
法化などを確認すると共に、少年司法がさま
ざまな非行に対応した非行治療のための処遇
選択となり得ず、非行事実の軽重に従った処
分のふるい分けに陥っていることを明らかに
した。 
⑶ 「治療と福祉」チームでは、中村は子ど
も虐待への介入が進めば進むほどその後のケ
アにかかわる治療的司法論にもとづく家族機
能回復への支援が不可欠であるという仮説を
検証し、家族再統合を果たした家族の事例観
察をもとにした事例を構築しつつ研究するこ
とができた。同じく丸山は、治療的司法をめ
ぐる世界的な理論動向を網羅的に把握するこ
とができた。 
⑷ 「理論と応用」チームでは、佐藤は情状
心理鑑定の実践の背景にある心理学的文脈主
義の理論を明かにするため、法心理学の歴史
における対立と和解の具体的プロセスを明確
にし、常に起きる法学と心理学の葛藤に関す
る対処の可能性を記述することに成功した。
同じく石塚は、本研究プロジェクトの成果を
土台として、我が国の社会において問題を抱
える被疑者被告人を刑事手続の枠組みの中で
支援するのではなく多様なセクターが一堂に
介して支援や援助する社会基盤を創生するた
め新たなプロジェクトの構築に成功した。 

⑸ 全体 
 「治療的司法」観に通ずるような、被疑者
被告人の再犯防止を推進する動きが国のレベ
ルでもこの研究期間中に急速に展開するよう
になった。治療的司法観は時代の要請と見事
にマッチすることとなり、学術の立場からも
そうした動きを理論的にサポートする必要が
認識されるに至り、前述の JST/RISTEX の助成
金を利用して、成城大学に治療的司法を専門
に研究する我が国でも初となる「治療的司法
研究センター」が平成２９年４月に設立され
（本研究代表者がセンター長）に至った。 
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